
平成２８年度 学校経営計画に対する最終報告書 

                                                                             石川県立羽松高等学校 
 

重点目標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の取組（改善策等） 

１ 生徒一人ひとりの能

力に応じたきめ細か

な学習指導により、基

礎学力を養い、学校全
体の質の向上に努め

る。 

① 授業への意欲を高め、基礎

学力の定着・向上を図るた

め、指導及び評価の方法を

工夫する。 

教員対象のアンケートにおいて 

各教科において基礎学力が向上した生徒の割合が 
Ａ ８０％以上である。 

Ｂ ７０％以上である。 

Ｃ ６０％以上である。 

Ｄ ６０％未満である。 

Ａ＝１２．５％ 

Ｂ＝３７．５％ 

Ｃ＝２５．０％ 

Ｄ＝２５．０％ 

 

 年度当初よりＩＣＴ等の積極的な活用、学ぶ意欲の向上を目指し、授業改善の取組を学校全体

で行っている。その結果、積極的に授業に参加する生徒も増加し、８月に行われた教員アンケー

トでは、Ａ＋Ｂ評価(７０％以上)が３３％であったが、１２月に行われたアンケートでは、５０％

と１７ポイント上昇している。１２月に行われた生徒による授業評価でも、「授業内容がおおむ

ね理解でき、学力が以前より向上していると思う」と答える生徒が「とてもあてはまる」「やや

あてはまる」の合計で９０％となり、取組の成果が見られたと思われる。次年度も、ＩＣＴやア

クティブラーニング等を積極的に活用し、生徒の基礎学力の向上を一層図っていきたい。 

② 授業力の改善や教員として

の資質の向上を図るため、
校内研修を充実するととも

に、校外への研修に参加す

る。 

校外及び校内への研修に 

Ａ ７回以上参加した。 

Ｂ ６回参加した。 

Ｃ ５回参加した。 

Ｄ  ４回以下であった。 

 

Ａ＝５０．０％ 

Ｂ＝１２．５％ 

Ｃ＝１２．５％ 

Ｄ＝２５．０％ 
（Ａ＋Ｂ＝６２．５％） 

昨年度は授業改善に向けた校内研修を多く取り入れ、その成果が得られたことから、今年度は

教員としての更なる資質向上を目指し特別支援教育の校内研修を新たに企画した。来年度も、新

たな課題を見つけその克服のための研修を企画し、生徒を多角的な面からサポートできる環境づ

くりを行っていきたい。また、Ａ＋Ｂ評価を目標の８０％以上とするためには、校内研修の充実

だけでなく、校外研修の積極的な活用も必要と考えており、その雰囲気づくりにも努めていく。 

。 
③ ＩＣＴ機器を活用するなど

して、授業改善に努める。 

ＩＣＴ機器を授業に積極的に活用している教員が 

Ａ  ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

  Ｄ ７０％未満である。 

Ｄ 

 

（２５％） 

授業にＩＣＴ機器を「積極的に活用」が２５％であったが、「必要に応じて活用」が７５％であ

り、ＩＣＴ機器を活用することに対する抵抗感は、ほとんどなくなっている。今後機材の台数

の増加が見込まれれば、更に活用する割合が改善していくと思われる。今年度設置された無線

ＬＡＮを有効に活用することにより、今後一層わかりやすい授業となるよう授業改善を図って

いきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
今年度実施した特別支援教育の校内研修のように、本校の実情に応じた研修をより多く増やしていってほしい。 

校内ＬＡＮの活用においては、セキュリティー等の配慮を十分に行ってほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

今年度に実施した特別支援教育の研修も含め、次年度は更に校内の研修を充実するとともに、校外研修等への参加を促し、研究と修養に努める。 

セキュリティー等の十分な配慮のもと、ＩＣＴ機器を効果的に利用しながら、生徒の学習意欲を高める工夫をしていく。 

２ 基本的生活習慣を確

立するとともに、いじ

めや暴力行為等の未

然防止の取組を充実

し、規範意識の向上を
図る。 

① いじめや暴力、携帯電話等

を介した不適切な書き込み

の未然防止のため、集会や

研修等の充実を図る。 

いじめや暴力等に関する特別指導件数が 

 Ａ ０件である。              

 Ｂ １件である。              

 Ｃ ２件である。 

Ｄ ３件以上である。 

 

 

Ｂ 

 

（１件） 

いじめや暴力等に関しては、特別指導歴のある生徒に対して、丁寧な観察と声かけ等を行いな

がら未然防止を図ってきたが、生徒間暴力が１件起きた。生徒たちには、集会や各教室での一斉

指導だけでなく、その後の生徒の実情に応じた丁寧な対応が必要になってきている。また、生徒

たちに関わる全職員で、生徒の情緒の安定が図れる授業や学校生活の展開に対する工夫をしなが

ら、更に安心で安全な学校づくりを目指したい。 

② 服装や行動様式に関して適

切に実践できるよう、個別

指導を充実する。 

服装や髪型等のきまりを意識して行動していると

思う生徒が 

Ａ ９０％以上いる。 

Ｂ ８０％以上いる。 

Ｃ ７０％以上いる。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

 

Ｂ 

 

（８４％） 

前年度より「とてもあてはまる」と答えた生徒の割合が１４％増加した。今年度は、７月アン

ケートで評価の低かった３年次生に力点を置いて指導を重ねてきたが、その都度の指導に対する

修正はできでも、根幹の意識の高めることは難しかった。しかし、そのような生徒に対しても粘

り強い指導を行った結果、卒業式には落ち着いた態度で参加させることができた。 

次年度は新たに定期的な「身だしなみ検査」を実施するなど、学校全体で取り組んでいきたい。 

③ 基本的生活習慣を確立する

ため、家庭との連携を密に

するとともに、朝食摂取習
慣の定着を目指し、指導を

工夫する。 

朝食を毎日食べる生徒が 

Ａ ８０％以上いる。 

Ｂ ７０％以上いる。 

Ｃ ６０％以上いる。 

Ｄ ６０％未満である。 

 

 

    D 

 

（５３％） 

前年度までの指導で、基本的生活習慣に改善傾向が見られたことから、朝食摂取習慣の改善も

期待したが、結果はＤ評価であった。早寝や早起きに困難さを抱えた生徒（約１割）にとって、

朝食を食べて登校すること自体難しいことなのかもしれない。しかし他のアンケートで、「諦め

ずに努力している」と答える生徒が、平成２６年度１６～３８％、平成２７年度３５～４６％、

平成２８年度４８～５４％と確実に増え、諦めない努力を意識しいろいろな場面で実行しようと

している生徒達の様子が確認できる。                           

今後この意識を行動に結びつけるため、各課、各学年、保護者、地域関係機関との連携、協働、

支援を強化・工夫していきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
社会のいかなる組織にも規則はあるのだから、学校においても校則を遵守することを徹底してもらいたい。 

朝食摂取の習慣をつけさせるには、保護者の理解と協力が必要ではないか。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善方策 

生徒の規範意識の確立のため、次年度から「身だしなみ検査」を定期的に実施する予定である。 

朝食摂取の習慣に関しては、保健室便り等を通して保護者の理解を求めていくとともに、外部人材を活用するなど指導を充実し、生徒にその大切さを粘り強く指導していく。 
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３  

教育活動全体を通じ

て主体性やコミュニ

ケーション能力等の

社会性を身に付け、社

会人として必要な基

礎能力を育む。 

① 生徒が自主的に活動し、自

分の考えを発言できるよ

う、授業にアクティブラー

ニング等を積極的に取り入

れる。 

 

授業中、自分の考えや意見を述べることができる生

徒の割合が、 

Ａ ７０％以上である。 

Ｂ ６０％以上である。 

Ｃ ５０％以上である。 

Ｄ ５０％未満である。 

Ａ 

 

（８２％） 

生徒による授業評価の「授業中に、自分の意見を言うことができる」という項目では、「とて

もあてはまる」「ややあてはまる」の合計が、昨年度と本年度の中間報告では７１％であったが、

１２月調査では８２％と１１ポイント上昇した。このことは、アクティブラーニングを取り入れ

た授業内容が増え、生徒達が自らの意見や考えを発表する機会が増加しているためと思われる。

次年度も引き続き生徒が主体的に活動する場面を多く取り入れた授業を実践し、自分の思いを自

分の言葉で表現できるコミュニケーション能力の一層の向上を目指していきたい。 

② 定通大会、体育祭、文化祭、

球技大会等において、主体

性を持って取り組み、自己

有用感と協調性を高める工

夫をする。 

定通大会、文化祭、球技大会等の各種行事に、 

Ａ 積極的に取り組んだ。 

Ｂ だいたい取り組んだ。 

Ｃ あまり取り組まなかった。 

Ｄ ほとんど取り組まなかった。 

     Ａ＝６０％  

     Ｂ＝２４％  

     Ｃ＝１２％  

  Ｄ＝  ４％ 

Ａ＋Ｂの数値が本年度中間報告からは、８４％と横ばい状態ではあるが、評価の良かった昨年

と比べても、Ａが５２％から６０％と増えており、生徒たちが各種行事に積極的に取り組んでい

たと考えられる。しかし、今回も 7 人の生徒の満足度が上がらなかった。次年度は、各学年の実

態を踏まえた行事を企画するとともに、生徒一人ひとりが一層積極的に行事に取り組み、更に満

足度が高まるよう内容や運営方法等の工夫・改善に努めていきたい。 

③ 校歌を大きな声で歌えるよ

うにするため、ＬＨ等を利用

した練習機会を設定したり、

集会や行事ごとに歌う場面

を設けて、指導する。 

各種行事で校歌を、 

Ａ 大きな声で歌うことができる。 

Ｂ だいたい歌うことができる。 

Ｃ あまり歌えない。 

Ｄ ほとんど歌えない。 

 

Ａ＝２０％ 

Ｂ＝４７％ 

Ｃ＝２２％ 

Ｄ＝１１％ 

今年度は、集会ごとに校歌を歌い、その都度評価を示しながら、不十分な場合は指導と練習を

行った。生徒アンケート結果のＡ＋Ｂの数値で、今年７月期の６１％が６７％に、昨年比でも６

５％が６７％と微増はしているが、目標としている８０％には届かなかった。Ａ＋Ｂの数値で、

概ねよく声が出ている２年次生と最も低い４年次生の間には１９％の開きがあり、学年間でのば

らつきが課題である。しかしながら、卒業式では、予行練習でのきめ細かな歌唱指導により、生

徒が一体となった校歌等を歌うことができ、厳粛な卒業式を迎えることができた。今後も自らの

コミュニケーション能力の向上の観点からだけではなく、集団に属する一員としての社会性の観

点を理解させながら、粘り強く指導を行っていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
生徒が自ら疑問を持ち課題を見つけ、能動的に学ぶ姿勢をこれからも指導していってほしい。 

母校に対する愛着の感情を芽生えさせるためにも、校歌を大きな声で歌うことの大切さを生徒に伝えてほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

アクティブラーニングを推進し、生徒のコミュニケーション能力の一層の向上を図ることで、主体的に学ぶ姿勢を身に付けさせていく。 

次年度も始業前と放課後の清掃時間の２回校内放送で校歌を流すなど様々な機会を設けて、生徒全員が大きな声で歌うことのできるよう指導していく。 

４ キャリア教育を推進

し、就労意識を高める

とともに、一年次から

の進路指導を充実し、
卒業生徒全員の進路

実現を目指す。 

① 進路実現を図るため各学年

ごとに、進路意識の向上を

目指した指導を計画的に行

う。 

具体的な進路目標を持っている生徒が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ 

 

（７６％） 

 

 

 

最終の生徒アンケート結果では「とてもあてはまる＋ややあてはまる」が７６％となり、昨年

の８２％より低下したが、「とてもあてはまる」の割合は、昨年より増加している。今後、「あ

まりあてはまらない＋まったくあてはまらない」と答えた１年次生の２４％、２年次生の３１％

の生徒については明確な進路目標をもたせるため、更に丁寧に追跡したアンケートを行うなど、

指導を充実しさらなる進路意識の向上を図っていきたい。 

② 生徒および保護者の進路志 

望を実現するべく、関係機関

との連携を密にし、生徒の 

能力・適性を生かした進路 

決定に努める。 

進路実現率が 

Ａ １００％である。 

Ｂ ９０％以上である。 

Ｃ ８０％以上である。 

Ｄ ８０％未満である。 

１月現在集計 

Ａ 

（100％） 

卒業予定者１４名の進路希望は、進学希望が４、就職希望が１０であった。希望先の決定に時

間を要した生徒もいたが、面談や保護者との相談・連絡を密に進めた結果、進学希望者全員が第

一志望の専門学校に合格するとともに、就職希望者も１２月中にすべての内定を得ることができ

た。                                                                 

  次年度以降の進路実現には、今まで以上の困難が予想されるが、卒業生全員の進路実現に向け

て、生徒一人ひとりの実態に応じて関係機関と連携するなど、さらなる進路指導を充実させてい

きたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
１・２年次生の進路意識について、なかなか向上しないのは仕方のない面もあるが、外部講師を活用するなど、より充実した進路指導をしてもらいたい。 

今年度は早期に全員の進路実現が達成されているので、次年度以降もこれを継続してもらいたい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

進路実現の達成のため、インターンシップや「おもてなし講座」など様々な機会を捉えて計画的な進路指導を行い、進路に対する意識が高まるよう指導していく。 

今年度に引き続き、次年度以降も生徒の能力・適性を生かした進路決定に努め、１００％の進路実現率となるよう学校全体で指導していく。 

 


